
第
四
十
八
号
　
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
七
日
発
行

ご
挨
拶

同
窓
会
会
長
　
高
橋
　
浩

同
窓
会
報
第
四
十
八
号
の
発
行
に
あ
た
り

一
言
ご
挨
拶

申
し
上
げ
ま
す
。

同
窓
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
健
勝

に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
日

頃
よ
り
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

哀
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、

第
七
十

一
回
国
民
体
育
大
会

「希
望
郷
い
わ

て
国
体
」
が
開
催
さ
れ
た
年
で
し
た
。

そ
の
国
体
で
驚
い

た
こ
と
は
、

そ
の
成
績
の
順
位
が
男
子
選
手
チ
ー
ム
は
二

位
の
天
皇
杯
を
、

女
子
選
手
チ
ー
ム
も
二
位
の
皇
后
杯
を

受
賞
し
た
こ
と
で
し
た
。

そ
れ
が
、

被
災
地
犠
牲
者
の
方

に
も
ど
ん
な
に
か
勇
気
と
希
望
と
感
動
を
与
え
た
こ
と
か
。

活
躍
さ
れ
た
選
手
そ
し
て
関
係
者
に
敬
意
を
表
し
た
い
と

存
じ
ま
す
。

ま
た
、

昨
年
は
宮
澤
賢
治
生
誕
百
二
十
年
の
記
念
す
べ

き
年
で
し
た
。

市
を
あ
げ
て
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た

が
、

そ
の
締
め
く
く
り
と
し
て
宇
宙
飛
行
士

。
日
本
科
学

未
来
館
館
長
毛
利
衛
氏
に
よ
る

「宮
澤
賢
治
と
と
も
に
見

た
宇
宙
」
と
題
し
た
講
演
会
が
十
二
月
十
六
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
講
演
の
前
に
毛
利
衛
氏
よ
り
羅
須
地
人

協
会

（賢
治
の
家
）
を
訪
ね
た
い
旨
連
絡
あ
り
、

軍
司
校

長
先
生
と
と
も
に
ご
案
内
し
お
会
い
す
る
機
会
を
得
ま
し

た
。

毛
利
氏
が
宇
宙
に
憧
れ
を
抱
い
た
の
は
、

子
供
の
こ

ろ
出
会

っ
た
宮
澤
賢
治
の
未
完
の
代
表
作

「銀
河
鉄
道
の

夜
」
だ

っ
た
こ
と
を
、

宇
宙
船
か
ら
地
球
の
若
い
人
々
（生

徒
諸
君
に
寄
せ
る
）

へ
賢
治
輝
身
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈

っ

た
こ
と
等
伺
い
ま
し
た
。

人
月
二
十
日
の
同
窓
会
総
会
に
は
、

上
田
花
巻
市
長
の

ご
来
臨
を
初
め
、

関
東
支
部
や
盛
岡
支
部
、

遠
野
支
部
、

各
支
部
多
数
の
出
席
の
も
と
、

盛
会
に
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、

県
教
委
の
高
校
再
編
計
画
（案
）

に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
も
あ
り
小

生
が
、

花
巻
市
議
会
十
二
月
定
例
会
で

「花
巻
農
業
高
校

再
編
計
画
の
動
向
」
に
つ
い
て

「
一
般
質
問
」
で
取
り
上

げ
、

市
長
並
び
に
教
育
長
よ
り
答
弁
を
う
け
ま
し
た
。

内

容
は
、
「県
立
花
巻
農
業
高
等
学
校
は
現
在

一
学
年
あ
た
り

三
学
級
百
二
十
名
で
全
九
学
級
全
校
生
徒
数
は
三
百
五
十

四
名
で
ぁ
る
。

県
教
委
の
高
校
再
編
計
画

（案
）
で
は
望

ま
し
い
規
模
を
原
則

一
学
年
四
か
ら
六
学
級
程
度
と
し
て

い
る
が
、

市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
伺
う
」

と
の
質
問
に
対
し
、

市
長

・
教
育
長
か
ら

「花
巻
農
業
高

校
は
県
内
三
高
校
の
み
と
な

っ
た
農
業
専
門
高
校
と
し
て
、

ま
た
世
界
的
に
も
高
い
評
価
を
う
け
て
い
る
宮
澤
賢
治
の

教
育
を
受
け
継
ぐ
学
校
と
し
て
魅
力
的
な
教
育
活
動
を
展

開
さ
れ
て
お
り
、

本
県
の
産
業
振
興
に
お
け
る
人
材
育
成

に
も
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
る
現
状
か
ら
、

再
編
の
対
象

と
な
る
こ
と
は
な
く
、

確
実
に
存
続
し
て
い
く
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。

な
お
、

再
編
計
画
の
対
象
と
な

っ
た
市
内

三
校
と
同
様
に
、

同
窓
会
等
が
生
徒
確
保
の
た
め
の
取
り

組
み
を
実
施
す
る
際
に
は
必
要
な
支
援
を
行

っ
て
い
く
」

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

さ
て
、

花
農
創
立
百
十
周
年
記
念
事
業
の
式
典
、

講
演
、

祝
賀
会
の
日
程
は
平
成
二
十
九
年
十

一
月
二
日

（文
化
の

日
）
と
な
り
ま
し
た
。

記
念
講
演
の
講
師
は
、

ロ
ジ
ヤ
ー

・

パ
ル
バ
ー
ス
氏
米
国
出
身

（オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
在
住
）
の

作
家

・
翻
訳
家

・
演
出
家
で
、

宮
澤
賢
治
研
究
で
も
著
名

（二
〇
〇
八
年
第
十
八
回
宮
澤
賢
治
賞
受
賞
）
な
方
で
す
。

ロ
ジ
ャ
ー

・
パ
ル
バ
ー
ス
氏
と
は
十
二
月
六
日
に
講
演
会

に
係
わ
る
契
約
書
を
締
結
し
て
お
り
ま
す
。

母
校
の
野
球
部
は
、

ベ
ス
ト
四
に
進
出

「東
北
切
符
懸

け
四
校
激
突
」
の
タ
イ
ト
ル
の
如
く
不
来
方
高
と
対
戦
延

長
戦
の
末
六
対
四
で
惜
敗
し
た
の
を
初
め
、

卓
球
部

・
弓

道
部

・
ボ
ク
シ
ン
グ
部

・
鹿
踊
り
部
等
の
部
活
動
や
、

農

業
ク
ラ
ブ

・
生
徒
会
の
活
動
で
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、

生
物
科
学

・
環
境
科
学

・
食
農
科
学

三
学
科
で
は
、

そ
の
専
門
性
や
特
性
を
生
か
し
た
活
動
や

資
格
取
得
、

被
災
地
復
興
支
援
活
動
と
新
聞

・
テ
レ
ビ

・

ラ
ジ
オ
等
の
報
道
で
ご
承
知
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

他
に

善
行
も
寄
せ
ら
れ
る
等
同
窓
会
員
と
し
て
誇
れ
る
、

輝
か

し
い
功
績

・
活
動
と
言
え
ま
す
。

会
員
皆
様
方
に
は
、

創
立
百
十
周
年
記
念
事
業
の
実
施

に
向
け
て
の
ご
協
力
と
、

今
後
も
同
窓
会
と
し
て
、

在
校

生
の
教
育
活
動
支
援
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、

母
校
の
更
な
る
発
展
の
た
め
に

一
層
の
御
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

末
筆
に
な
り
ま
す
が
、

本
会
報
に
て
平
成
二
十
九
年
度

の
総
会
の
ご
案
内
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

な
に
と
ぞ
、

ご
予
定
を
い
た
だ
き
多
数
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

i       平 成 29年 度        :

: 辞 = 里 1 日一日 塊 J た ヽ 物 ヽ 人 、 :
:花 農 同 窓 会 総 会
:     (ご 案 内 )

:期  日  平 成 29年 8月 26日 (土)

:時 間  総 会 15:00よ り

:     懇 親会 16:00よ り

:場  所   や ぶ屋 (花巻市吹張町)

:会  費   お 一人 4, 000円

:(懇 親会費として当日徴収)

:         ※ 総会のみ参加者 は無料

i ※ ご参加いただける方は、8月 10日 までに各支

: 部 もしくは事務局 (学校)ま でご連絡をお願い

: い たします。

:                    TEL 0198-26‐ 3131

:                      FAX 0198‐ 26-3236 :



さ
ら
な
る

飛
躍
を
目
指
し
て

校
長
　
軍
　
司

　

悟

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
本
校
の
教
育
活
動

に
対
し
、

多
大
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
に
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
八
度
は
本
校
に
と
っ
て
創
立
百
十
年
と

い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

ま
た
、

か
つ
て
本
校

で
教
鞭
を
執

っ
た
宮
澤
賢
治
先
生
生
誕
百
二
十
年
と

い
う
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
り
、

改
め
て
本
校
の
歴
史

と
伝
統
の
重
み
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、

来
年
度
に
実
施
す
る
創
立
百
十
周
年
記
念
事

業
に
向
け
て
、

創
立
百
十
周
年
記
念
事
業
推
進
委
員
会

に
お
け
る
企
画
委
員
会
、

実
行
委
員
会
、

部
会
の
そ
れ

ぞ
れ
に
お
い
て
検
討
を
重
ね
、

着
々
と
準
備
が
進
行
し

て
い
ま
す
。

今
年
の
十

一
月
二
日
に
は
創
立
百
十
周
年
記
念
式

典

・
講
演
会
及
び
祝
賀
会
を
予
定
し
て
お
り
、

記
念
講

演
会
で
は
宮
澤
賢
治
先
生
に
造
詣
の
深
い
ロ
ジ
ャ

ー

・
パ
ル
バ
ー
ス
氏
を
講
師
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、

今
年
度
も
生
徒
達
は
様
々
な
活
動
で
大
い
に

活
躍
し
ま
し
た
。

人
月
に
本
校
が
運
営
校
と
し
て
開
催

し
た
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
東
北
連
盟
大
会
で
は
、

多

く
の
生
徒
が
運
営
に
携
わ
り
成
功
裏
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

出
場
し
た
平
板
測
量
競
技
会
で
は
、

本
校
チ
ー
ム
が
四
年
連
続
の
最
優
秀
賞
を
獲
得
す
る

と
と
も
に
、

続
い
て
出
場
し
た
全
国
大
会
で
も
三
年
連

続
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
、

そ
の
実
力
を
全
国
に
知
ら
し

め
ま
し
た
。

十
月
の
希
望
郷
い
わ
て
国
体

・
い
わ
て
大
会
で
は
、

多
く
の
生
徒
が
補
助
員
と
し
て
協
力
す
る
と
と
も
に
、

国
体
会
場
を
飾
る
花
首
を
育
て
て
提
供
し
、

選
手
や
観

客
の
皆
さ
ん
か
ら
大
変
好
評
を
博
し
ま
し
た
。
し
か
も
、

こ
の
い
わ
て
国
体
に
出
場
し
た
ボ
ク
シ
ン
グ
競
技
で

は
五
位
入
賞
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
を
上
げ
ま
し

た
。さ

ら
に
、

硬
式
野
球
部
は
秋
季
東
北
地
区
高
校
野
球

岩
手
県
大
会
で
ベ
ス
ト
四
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ

ま
し
た
。

卓
球
部
は
強
豪
校
を
打
ち
破
り
東
北
高
校
選

抜
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

県
高
等
学
校
放
送
新
人
大

会
で
は
、

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
部
門
で
最
優
秀
賞
を
獲

得
し
、

来
年
度
、

宮
城
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
高
等
学

校
総
合
文
化
祭

へ
の
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

部
活
動
以
外
に
も
、

陸
前
高
田
市
役
所

へ
の
門
松
の

寄
贈
、

大
槌
町
の
学
校
給
食

へ
の
開
発
食
品
の
提
供
と

交
流
な
ど
被
災
地
の
復
興
支
援
活
動
に
も
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

推
賞
に
値
す
る
こ
れ
ら
多
く
の

生
徒
の
活
躍
は
、
日
々
マ
ス
コ
ミ
で
も
大
き
く
報
じ
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
度
、

多
く
の
同
窓
会
支
部
総
会
に
出
席
さ
せ
て

い
た
だ
き
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ど
の
支
部
総
会

に
お
き
ま
し
て
も
、

同
窓
生
の
皆
様
の
母
校
に
対
す
る

熱
い
想
い
と
大
き
な
期
待
、

そ
し
て
伝
統
校
と
し
て
の

誇
り
を
実
感
し
た
次
第
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
同
窓
会
の

皆
様
の
ご
期
待
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
、

創
立
百
十
周

年
記
念
事
業
の
成
功
に
向
け
て
の
取
組
み
と
、

本
校
の

さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て
日
々
の
教
育
実
践
に
通

進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
同
窓
会
の
皆
様
の

一
層
の
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。
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妥
堅
古
全
度

総

合〓

報

告

感
謝
状
贈
異
者

一
覧

（ご
勇
遅
者
）

平
成
二
十
八
年
度
総
会
は
、

人
月
二
十
日

（土
）
午
後
三

時
か
ら
花
巻
市
吹
張
町
の
や
ぶ
屋
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
に
先
立
ち
ご
勇
退
さ
れ
ま
し
た
役
員

・
支
部
長
の

方
々
に
、

高
橋
浩
会
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
議
事
を
、

失
沢
支
部
長
の
大
木
昭
郎
さ
ん
に
議

長
を
お
願
い
し
、

報
告
第

一
号
　
平
成
二
十
七
年
度
会
務
報
告

報
告
第
二
号

支
部
長
異
動
に
つ
い
て

去蕗
黍
第
一
号
　
平
成
二
十
七
年
度
会
計
決
算
報
告

議
案
第
二
号
　
平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画

（案
）

議
案
第
二
号
　
平
成
二
十
八
年
度
会
計
予
算

（案
）

議
案
第
四
号
　
役
員
選
出

（案
）

に
つ
い
て
慎
重
審
議
い
た
だ
き
、

原
案
通
り
承
認
い
た
だ
き

ま
し
た
。

多
く
の
参
加
を
い
た
だ
き
、

か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
後
の
懇
親
会
も
、

和
や

（事
務
局
　
葛
尾
寛
子
）

理

事

理

事

理

事

紫
渡
支
部
長

人
幡
支
部
長

矢
沢
支
部
長

宮
野
目
支
部
長

理

事

紫
波
支
部

畑
山
政
雄
様
か
ら
滝
浦
新
悦
様
　
（昭
和
四
十
ハ
蟹
じ

人
幡
支
部

玉
山
領

一
様
か
ら
鎌
田
重
夫
様
　
（野
習
〓
を
と

矢
沢
支
部

神
山
儀
悦
様
か
ら
大
木
昭
郎
様
　
（昭
和
手
〒
傘
む

官
野
目
支
部

葛
尾
和
寛
様
か
ら
照
井
輝
孝
様
　
（昭
和
四
士
全
と

新

役

Ｈ具

（羅
須
庭
画
環
境
整
備
）

昨
年
七
月
二
十
日
、

本
校
羅
須
庭
園

（地
人
会
館
前
の
庭

園
）
に
於
い
て
、

環
境
科
学
科
二
年
緑
化
系
列
十
九
名
と
、

高
橋
浩
同
窓
会
長
を
は
じ
め
同
窓
生
二
十
四
名
、
ま
た
、

軍

司
校
長
ほ
か
職
員
四
名
で
羅
須
庭
園
の
環
境
整
備

（樹
木
の

一男
定
）
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

環
境
整
備
と
、

在
校
生
と

の
交
流
を
目
的
に
、　

一
昨
年
よ
り
実
施
し
、

今
回
三
回
目
の

取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

参
加
さ
れ
た
同
窓
生
と
在
校
生
は
、

と
も
に
心
地
よ
い
汗

を
流
し
、楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、

当
日
は
九
十
周
年
記
念
事
業
で
建
て
ら
れ
た

「黎

明
館
」
を
開
放
し
、

懐
か
し
い
写
真
や
貴
重
な
資
料
な
ど
を

ご
覧
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、

来
年
度
以
降
も
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（事
務
局

杉
村
友
宏
）

覇

曇

小
日
島
　
邦
　
弘

　

（東
和
）

全平
成
二
十
八
年
人
月
二
十
日
現
こ
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円
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１

年

月

日

湧
口
支

部

総

会

（
Ｊ

Ａ
湯

日
支

店
）

関
東

京

都

絡

会

（
東
京

新
橋
手
）

岡
支

部

総

会

（
サ

ン
セ
ー

ル
盛

人
学

式

（
花
巻

農

業

高

校
）

界
莉

受

部

絡

会

（
パ

レ

ス
ま

ほ

ろ

エ

ツ
保
員

・
支

部

長
合

同
会

嬢

（
花
巻

農

来
高

校
）

京
治

先

生

の
家
清

掃

午
業

式

（
花
巻

農
業

高
校
）

千
業

生
激

励

会

（
地

大
会
館
）

舜
五

回

三
役

会

描

（
花
巻

農
楽

高

ぼ
）

せ
問
支

部

総

会

（
ふ

く
や
）

ホ増
テ千
ル秘

花全

員

と

の
懇

級

会

）

天
日
支

部

交

流

会

（
む

ら

の

家
）

二
枚

橋

支

部

総

会

（
陽
楽

寿

司
）

印
虫

技

却

鵜

会

（
南

部

屋

敷

総

本

崎
）

末
沢
支

部

総

会

（
Ｊ

Ａ

い
わ

て
花
巻

夫
沢
支

店
）

７
ワ
イ
リ

ク

ラ
権

檎

会

（
花
巻

農

業

向
校

敷

地

内

へ
二
本
）

剛
太

田
支

部

長
佐

藤

典

見

氏

へ
弔
電

化
農

宗

一
般

公
開

（
花
巻

農
業

高

険
）

セ
巻

南

責

却

絶

会

（
Ｊ

Ａ

い
わ

て
花

を
支

店
）

第
四
回

三
役

会

議

（
地

人
会

億
）

化
巻

支

部

籍

会

（
グ

ラ

ン
シ
エ
ー

ル

化

と
，

舜
三
回

三
役

会

議

（
花
巻

農

業

古

秘
）

冨

野

目

支

却

緯

会

（
消

防

コ

ミ

ニ

ュ

テ
ィ

宮

野

ロ

セ

ン
タ
ー

）

八
佃

支

部

総

会

（
八
幡

振

興

セ

ン

同
意

会

絡

会

（
や

ぷ

屋
）

第

一
回

同
意

会

理
事

会

（
や

ぷ

屋
）

札
土

地

区
役

員

・
支

部

長

交
流

会

（
一
翔
）

爵
二
回

三
役

会

議

（
地

人
会

館
）

市
家
庭

□

管

理

（
吊

須
庭

園
）

〓
計

監

登

（
地
大

会

館
）

昇

一
回

三
役

会

（
地

人
会

館
）

本
部

・
支

部

関

係

3

Ｈ
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１

３‐
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舛

8

Ｈ

２８

，

７

・

‐４

年

月

日

慎
員

・
支

部

長
合

同
会

縁

（
セ
巷

農

業

商

険
）

買
治

先

生

の
家
清

掃

年
楽

式

（
花
巻

農

業

高

校
）

牛
業

生
激

励

会

（
地

大
会

館
）

舜
四
回

三
役

会

議

（
花
巻

農

業

高
薇
）

弔
電

（
佐

々
木

佑

一
様

　

一冗
支

部

長
）

太

田
支

部

交

流

会

（
む

ら

の
家
）

二
枚
橋

支

部

総

会

（
陽

楽

寿

司
）

昴
三
回

三
役

会

議

（
花
巻

農
業

高

校
）

弔
電

（
柳

日
友

兄

…
元
花
農

挙

骨

員

・
元
罷

須
庭

回
管

理
者

・
三
枚

結
支

部
）

舜
２

回

三
役

会

践

（
花

巻

農
集

高

校
）

六
沢

支

部

籍

会

（
Ｊ

Ａ

い
わ

て

花

告

失

押

ス
店

）

取
豊

支

部

絡

会

（
商

部

屋
敷
総

本

店
）

電

（
宮

澤

啓
祐

氏
叙

勲
）

花
農

察

一
般

公
開

（
花
巻

農
業

高

技
）

j占花V 巻

南

支

部

構

会

（
Ｊ

Ａ

い

わ

て
花

巻

守

Ａ
情

支

部

総

会

（
八
幡

振

興

セ

ン
タ
ー

）

円
憲

会

総

会

（
や

ぶ

屋
）

耳

〓
回

同

緒

会

理

事

会

（
花

巻

農

業

高

法

）

化
を

支

部

籍

会

（
み
な

食
堂
）

第

一
回

三
役

会

綾

（
花
巻

農
業

高

校
）

耳
三

回
合

同
環

境

整

備

（
羅

須
虚

田

周

辺
）

米
同
惑

生

と

在
校

生

の
交
流

行
専

冨

野

目

支

部

総

会

（
宮

野

目

地

区

コ

ミ

ュ

ニ

テ
イ
ー

消

防

セ

ン
タ
ー

）

平
成

二
十

七
年

産

会

計
監

査

（
地

人
会

賠
）

本

部

　

支

部

関

係

イ
泌
だ
″
ヤ
泌
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〃
か
か
ジ
″
泌
″
″
ル
″
ル
め
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″
ル
泌
泌
泌
泌
泌
泌
泌
″
渉
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≫
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坊
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馬
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ノ
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″
ウ
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ぐ
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″
ル



【平
成
二
十
八
年
度
一　
部
活
動
記
録
】

褒
大
▲成
上
の
上
位
入
賞
き

●
第
六
十
八
回
岩
手
県
高
等
辛
密
轡
含
体
育
大
会

★
ボ
ク
シ
ン
グ
競
技

　

学
校
対
抗
第
五
位

ピ
ン
級
　
　
　
　
　
第

一
位
　
　
一一一Ａ
　
肝
付
賢
哉

（イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、

東
北
選
手
権
１
部
出
じ

ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級
　
第
二
位
　
　
一
一Ｂ
　
高
野
橋
良
之

ミ
ド
ル
級
　
　
　
　
第
二
位
　
　
一一一Ｂ
　
菅
原
聖
矢

●
平
成
二
十
八
年
度
国
体
選
手
選
考
会

（少
年
の
部
）

ピ
ン
級
　
　
　
　
　
第
二
位
　
　
一一一Ａ
　
肝
付
賢
哉

ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級
　
第
二
位
　
　
一
一Ｂ
　
高
野
橋
良
之

ミ
ド
ル
級
　
　
　
　
第
二
位
　
　
一
一Ｂ
　
阿
部
柊
馬

●
第
六
千
九
回
東
北
高
等
学
校
ボ
ク
シ
ン
グ
選
手
権
大
会

学
校
対
抗
第
五
位

一
部
ピ
ン
級
　
　
　
第

一
位
　
　
一一一Ａ
　
肝
付
賢
哉

●
平
成
二
十
八
年
度
全
国
高
尊
学
校
総
合
体
青
大
会

ボ
ク
シ
ン
グ
競
技

ベ
ス
ト
人
　
一一一Ａ
　
肝
付
賢
哉

ピ
ン
級

０
第
七
十

一
回
国
民
体
育
大
会

「希
望
郷
い
わ
て
国
体
」
ボ
ク
シ
ン
グ
競
技

少
年
男
子
ピ
ン
級
　
第
五
位
　
　
一一一Ａ
　
肝
付
賢
哉

●

第
四
十
九
回
岩
手
票
高
等
学
校

一
・
二
体
重
別
柔
道
選
手
権
天
会

第
二
位
　
一
一Ｃ
　
伊
藤
運
音

二
年
男
子
六
十
六
ｋｇ
級

０
第
六
十
九
回
秋
季
東
北
地
区
高
等
学
校
野
球
岩
手
県
大
会

野
球
部
　
ベ
ス
ト
四

●
平
成
二
十
八
年
度
着
手
県
高
等
学
校
新
人
大
会

★
ボ
ク
シ
ン
グ
競
技

学
校
対
抗
　
第
四
位

・
男
子
実
践
の
部

ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級

バ
ン
タ
ム
級

ミ
ド
ル
級

・
男
子
演
技
の
部

一７
　
ミ
ド
ル
級

第
二
位

一
Ｃ
　
神
山
久

一
郎

第 第 第

位 位 位

B B B

高
野
橋
良
之

高
橋
大
樹

阿
部
柊
馬

★
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

☆
卓
球
競
技

☆
柔
道
競
技

★
ノ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

男
子
団
体
　
ベ
ス
ト
人

男
子
団
体
　
ベ
ス
ト
人

男
子
個
人
六
十
六
ｋｇ
級

第
二
位
　
二
Ｃ
　
伊
藤
遥
音

男
子
団
体
　
ベ
ス
ト
人

●
第
二
十
九
回
岩
手
県
高
尊
学
校
総
合
文
化
祭

●
平
成
二
十
八
年
産
貢
班
吉
曇
単
お
い選
抜
卓
球
大
会
岩
手
県
予
選

男
子
団
体

第
二
位

（県
第
３
代
表
　
東
北
大
会
出
将
）

・
美
術
工
芸
展
　
絵
画
部
門
　
入
選

「
ａ
ｕ
ｔ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ｅ
」
　
　

　

一
Ｃ
　
菅
原
優
奈

「Ｍ
ｕ
ｓ
ｈ
ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
」
　

　

　

一
Ｃ
　
川
村
聖
奈

・
郷
土
芸
能
部
門
　
　
優
良
賞

　

鹿
踊
り
部

・
放
送
部
門

（第
二
十
九
回
岩
手
県
高
等
学
校
放
送
新
人
大
会
）

・
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
部
門
　
視
聴
覚
委
員
会

「常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

最
優
秀
賞

二
Ｃ
　
藤
原
詳

優
良
賞

朗
読
部
門

●
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
第
五
十
四
回
岩
手
県
大
会

高
校
の
部

　

「銅
首
倉

【農
業
ク
ラ
ブ
活
動
記
曇
】

●
平
成
二
十
八
年
度
着
手
県
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
大
会

★
平
板
潤
工
競
技

最
優
秀
賞

三
Ｂ
　
小
原
凌
平
　
川
辺
達
之
　
瀬
川
亮
太

優

秀

賞
二
Ｂ
　
大
松
　
翔
　
一向
橋
明
人
　
田
鎖
拳
雄

★
家
畜
審
査
露
技

・
肉
牛
の
部

優
秀
賞
　
一
Ａ
　
谷
川
琴
音
　
一一一Ａ
　
鎌
田
直
人

・
乳
用
牛
の
部

優
秀
賞
　
二
Ａ
　
伊
藤
南
美

★
豊
委
盗
選
技

優
秀
賞
　
一一一Ｃ
　
及
川
芳
　
一一一Ａ
　
安
藤
茉
希

★
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表

優
秀
賞
　
分
野
工
類

三
Ｃ
　
福
司
理
絵
　
一二
上
ひ
な
の
　
他
五
名

●
第
六
十
七
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
東
北
連
盟
大
会
岩
手
大
会

★
平
板
濁
工
題
技

最
優
秀
賞

三
Ｂ
　
小
原
凌
平
　
川
辺
達
之
　
瀬
川
亮
太

★
ス
回
Ｌ
ガ
ン

最
優
秀
賞
　
一
一Ｂ
　
佐
々
木
智
吉

☆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表

優
秀
賞
　
　
分
類
Ⅱ
類

三
Ｃ
　
福
司
理
絵
　
一二
上
ひ
な
の
　
他
五
名

０
第
六
十
七
回
日
本
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
全
国
大
会
大
阪
大
会

平
板
圏
工
題
技
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

優
秀
賞

三
Ｂ
　
小
原
凌
平
　
川
辺
達
之
　
瀬
川
亮
太

【そ
の
他
活
動
記
録
】

０
第
十
四
回
農
業
高
校
生
意
見
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
賞
　
一一一Ａ
　
高
橋
久
美

●
専
門
高
校
生
徒
の
研
究
分

日
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

☆
研
究
分
の
部
　
優
秀
賞

『
バ
イ
オ
ガ
ス
に
関
す
る
研
究
』

三
Ａ
　
菊
池
歩
実
　
他
四
名

☆
作
文
の
部
　
佳
作

『農
業
ク
ラ
ブ
平
板
測
量
競
技
に
参
加
し
て
』

三
Ｂ

瀬

川

亮

太

冨
い
た
だ
き
ま
す
」
に
気
持
ち
を
こ
め
て
』

三
Ｃ

及

川

波

月


